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令和４年度「子どもの体力向上に係る」担当者会
（令和４年11月21日開催）より

● 地域移行に関する各市町村での現状や来年度の方向性等について
	内容
	意　　見

	現状及び課題
	・どの市も先行き不透明な中、不安を抱えている。
・課題が山積しており、何から手をつけられるかを考えていく段階でなかなか進む　ことができていない。
・小さな町でスポーツ振興等を推進する部署がなく、どの部署が担当するかも決ま　っておらず、何も進んでいないので、今後は部署を決定し推進していく。
・運動部はイメージができているが、文化部が悩ましい。
・３年後だけが決まっており、その途中が明確になっていないので、委員会内での　役割を明確にしたい。

〈予算及び人材確保〉
・予算や人材等の確保に課題があり進んでいない。
・事業説明がはっきりできないため、予算をつけてもらえるか非常に厳しい状況。


	今後の方向性
	〈協議会等で方向性を検討〉
・協議会で方針を固めていく（５）。
・庁内他課との連携や、協議会の設置、移行に向けたプランや体制などのアウト　　ラインを作成する。
・協議会の実施や、実証プログラムの実施からガイドラインの策定につなげる。
・研究の継続と今後に向けた会議体を設置する。
・将来的には学校から切り離されることからスポーツ振興課ともその辺りを踏まえた入念な検討の場を設けていく必要がある。
・行政・現場それぞれの協議会を進め、受け入れ団体の確保も踏まえ進めていく。
・指導課・学務課・スポ―ツ推進課で早急に実行委員会を立ち上げる。
・地域スポーツ担当課と連携して進めているところで、令和５年度の方向性も検討　していきたい。


	今後の方向性
	〈ニーズの把握及び精選〉
・まず、教員や保護者等のニーズを把握する必要がある。
・まずは状況把握や残す部活動の精選を進める。
・保護者・生徒・教員にアンケートを実施する。
・令和４年12月中旬より生徒・保護者・教職員にアンケートを実施し、課題やニーズの把握を行う。
・地理的な不利は解決しにくいものが多く、できることが何かを精選していくこと　が必要。
・市としての“形”をしっかりと決める必要がある。


	
	〈拠点校の設置及び合同部活動の実施〉
・拠点校の拡充
・合同部活動等を全校で実施し、教職員の働き方改革にまずはつなげていきたい。
・令和５年度は剣道部と放送部で地域移行モデルを実施予定。


	
	〈部活動指導員の配置等及び人材・団体確保〉
・まずは令和５年度から部活動指導員を配置し、方向性を模索していく。
・市の中に数少ない部活動を拠点校にしたうえで部活動指導員を配置し部活動を　運営する。
・小規模で難しい面もあるが、人材が見つかれば一気に進むこともあるので、その　面の環境づくりをしていく。
・部活動指導員の配置から地域移行に向けた人材確保を進めていく。
・部活動指導員の増員・検討（２）。
・地域移行に向けた主体となる団体の可能性を探していく。


	
	〈その他〉
・他市町村の動向を見て検討する予定。
・近隣市町村の動向をしっかりと把握していくことが第一歩。
・好事例の収集。



※（　）内の数字は同意見の数
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